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  惜別，旅立ち…涙と笑顔と 
 本年度で閉校する薩摩川内市東郷地区の藤川，南瀬，鳥丸，山田の各小学校の記念式典が， 

１２日から２０日にかけてあった。いずれも１８７８（明治１１）年の創立。児童や教職員，多

くの卒業生らに惜しまれながら，１３９年の歴史に幕を閉じた。  （室園喬，常深さゆり） 

 ４校は４月から東郷小学校に統合され，２年後には東郷中学校を合わせて市内初の小中一貫校

になる予定。 

 南 瀬 小 

 南瀬小の式典は１８日あり，児童１４人と

卒業生，保護者ら約２００人が参加した。６年

の木場菜々美さん，笹野花さんが別れの言葉

を述べ，学校に感謝状を贈呈。児童が自ら作っ

た閉校記念ソング「キラリ輝くんだ南瀬っ子」

を合唱すると，涙ぐんで聴き入る参加者もいた。 

 鳥 丸 小 

 １９日あった鳥丸小では，児童２２人が壇上に上がり，地域への思いを込めて約３００人の参

加者と唱歌「ふるさと」を歌った。知識清子校長と一緒に校旗を返納した６年の向井明莉さん

は，「下級生とはいったん離れるけど，小中一貫校でまた会えるのが楽しみ」とほほ笑んだ。 

 藤 川 小 

 １２日あった藤川小の式典には，全校児童９人と卒業生ら約３００人が参加。母校の歩みを振

り返り，記念碑を除幕した。最後のＰＴＡ会長を務めた久保孝志さん（40）は「閉校は寂しいが，

多くの人が再会するきっかけにもなった。母校に感謝したい」と話した。 

 山 田 小 

 ２０日の山田小はあいにくの天気。閉校を惜しむような“涙雨”の中，記念碑の除幕を約３０

０人が見守った。卒業生の田口フヨさん（80）は「閉校が決まった時は気持ちがしゅんとなっ

た」と残念そう。「でも山田の子は元気だから，新しい学校でもきっと大丈夫」と期待を込め

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 在校生 参列者 閉校月日 

南瀬小 14名 200名 3月 18日（土） 

鳥丸小 22名 300名 3月 19日（日） 

藤川小  9名 300名 3月 12日（日） 

山田小 12名 300名 3月 20日（月） 
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公示地価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上昇地点は 6 増の 15 
 国交省が２１日に発表した２０１７年１月１日時点の鹿児島県内の公示地価は，２５年連続で

マイナスだった。鹿児島市で再開発事業への期待感や堅調なマンション需要に支えられ，住宅
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地，商業地ともに上昇地点は増えたが，地方では人口減少に歯止めがかからず，県全体として下

落傾向は変わっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査した地価公示幹事の大吉修郎不動産鑑定士は「鹿児島市は計画されている再開発が動き出

せばさらに活性化が期待できる。一方，人口減が進む地方では土地需要が少なく上昇する要因は

あまりない。今後も鹿児島市と郡部の差は開くと考えられる」と話した。 （上柿元大輔） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鳥獣侵入防止柵 1,437㌔整備  鹿県対策推進会議 

 鹿児島県鳥獣被害防止対策推進会議が２１日，県庁であった。県は，国の交付金を使った侵入

防止柵の整備が２０１３年度から１６年度の４年間で長さ１，４３７㌔となり，５年間で１，６

００㌔とした整備目標に対する進ちょく率は９割と報告した。 

 １６年度は前年比５９％増の２億４，４００万円が交付され，最終的に２６８㌔が整備される

見込み。ただ，農家などの整備要求に対する充足率は５０％（金額ペース）で，交付金拡充へ県

と市町村の連携が必要との意見が出た。 

 農林産物への被害は１２年度をピークに減っている一方，県猟友会は「サルやイノシシが農地

と住宅地の混在地に下りてくる頻度が増えている。人への被害が心配だ」と指摘した。  （小

野智弘） 

 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年３月２２日（水）／南日本新聞 


